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 春の日差しが心地よく、 一段と春が深まってきて夏に向かっているのが感じられます。

新型コロナウィルス感染症が世界中に広まり、 はやくも 3 年が経ちました。

　私は 2 年前に当地浅草に着任しましたが、当時、浅草はシャッター街でありました。 全く、

人が街に出ていない状況でもありました。 特に今の季節でありますと、 三社祭が最大関心

事でありますが、 その当時、 「宮出し」 もないのがわかっていながら、 各町会には来ない

であろう神輿をお待ちしている地元の皆さまのつらい思いも多くみてきました。

　我々は考えました　“何とかしないと”　と。

　浅草病院としては国の要請に応えて 2021 年 4 月コロナワクチンチームを立ち上げ、 ま

た夏前には台東区で初のコロナ専門病床を稼働しました。 行政の助け、 地域の病院のご

努力もあって台東区のワクチン接種率は東京 23 区内でもトップでありました。 このことは台

東区の協力体制が整っていた証であり、 ひとえに地域の皆様のご理解ご協力のおかげだと

思っております。

　そのような経過の後、 現在、 ようやく新型コロナウィルス感染症も終息の兆しが見えてき

ました。 第 9 波のこともささやかれておりますが、 我々は過去の経験を活かしつつ、 いつで

も対応できるように構えていますのでご安心ください。

　本年度は当地で 5 月には三社祭、 7 月には隅田川花火大会が開催されます。 我々は

皆さまの日々の健康を支えつつ、 様々な文化を支えていきたいと思っています。

　我々は、 新しい思い、 昔からの思いをもってこの地域のみなさんに医療 ・ 福祉を提供す

ることに最大限の力をそそぐことを使命としています （当院に

は新たに、 この地に貢献したいという新入職員も 24 名入りま

した！）。

　新しい扉を開けるため職員一丸となって邁進してまいりま

す。 今年度も地域の皆さま、 さまざまなご病気、 お悩みを抱

えている皆さまにお応えできるように医療 ・ 福祉を提供したい

と思います。 どうぞ、 よろしくお願いいたします。

浅草病院  病院長 日野博文

病院長挨拶
新型コロナウィルス時代の経過とこれからのこと



　今年度から入職させていただきます、 金澤 慶と申します。 以

前までは、 東京医科大学病院の整形外科に所属していました。

浅草病院では、 人工関節 ・ 外傷の手術を中心に積極的に取

り組んでいきたいと考えております。 分からないこともあり、 皆様

にはご迷惑をおかけすると思いますが、 患者様のため、 頑張っ

ていく所存でありますので、 よろしくお願い申し上げます。 　

新入職医師挨拶

整形外科医師　金澤　慶 （かなざわ　けい）

学歴

2013 年東京医科歯科大学卒業

専門医

日本整形外科学会専門医

所属学会

日本整形外科学会

人工関節学会

日本脊髄病学会

日本内科学会

認定医

日本整形外科学会認定リウマチ医

日本整形外科学会認定リハビリテーション医

日本整形外科学会脊髄病認定医

日本内科学会認定医 

専門分野

整形外科



失神外来

失神外来
失神とは？

脈の乱れや血圧が異常に低下するなどの理由で、

脳への血液が一時的に不足するために意識がなく

なることを 「失神」 と言います。 数分以内に後遺

症なく回復します。 気絶、 脳貧血と言われる症状

と同様です。 似たような症状としては、てんかんな

どがあり、 一過性意識消失の中の一つです。 心拍

数や血圧が関わるため、一般的に循環器内科でも

診療にあたります。

表のように自律神経由来の失神 （1,2） と

心原性失神と呼ばれる心臓病が原因の失

神 （3,4） が多く、 脳の病気によるものは

多くありません。

1. 起立性低血圧

いわゆる立ちくらみのひどいもの、 起立不耐応

症 ・ 起立調節障害の原因の一つになります。

神経疾患が原因の場合もあります。

3. 不整脈性失神

心拍数が極端に速くなる、 遅くなることにより

脳血流量が低下するため失神します。 早期

の診断 ・ 治療が必要です。

5. その他

てんかん、 低血糖、 心因性など脳梗塞では

稀です。

2. 反射性 ( 神経調節性 ) 失神

長時間の起立 （朝礼、 満員電車など）・緊張・

排泄などで自律性神経のバランスが崩れるた

めに失神します。 痛みや感情など様々な場面

で起こります。 頻度が最も高い失神です。

4. 心疾患

心臓弁膜症 ・ 心筋症などが原因で失神が

おこります。 早期の診断・治療が必要です。

失神の原因は？

自
律
神
経

心
臓

バ
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立ちくらみやてんかんなどで悩んでいませんか？

一般人口における失神

の発生頻度は、 男性で

3.0％、 女性で 3.5％と

言われています。

（日本心臓学会より）



外来で行うことは？

外来で行う治療

早めの受診が必要な失神

1. 心臓の病気や心電図に異常がある方

2. 失神の前触れが全くない方

3. 失神（前失神も含め）回数が多い方

4. 失神の回数が少なくても生活に支障がある方

問診

問診表を記載していただき、

発症時の状況や症状を確認し

ます。

ホルター心電図

24 時間心電図を計測する検

査です。 脈の乱れや症状出

現時の心電図の波形を確認

します。 心電図のシールをは

り、 小さな機械を付けていた

だき普段通りの生活を行って

いただきます。 入浴など以外

は特に制限はなく、 入院の必

要はありません。

スクリーニング検査

初診時に行う検査です。 心電図や

一般的な採血を行います。 危険性

の判断を行い、 その後精密検査を

追加していきます。

画像検査

必要により頭部 MRI や頭部 CT を

含めた画像検査を行います。

心臓超音波検査

心臓弁膜症の有無や心臓の

動きを確認します。

その他

疑われる病気により、 必要な検査

を行います。 入院や他の医療機関

で検査を行う場合もあります。

1. 自律神経系の失神は、軽症の場合では「生活指導」

や「失神の回避方法」の説明を行い、外来での経過

観察や内服薬の調整を行います。

2. 心臓病が原因の場合は、当院外来にて治療を継

続する場合と入院や他の医療機関と連携し治療を

行う場合があります。担当医師とご相談ください。

外
来
で
は
様
々
な
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す

1 ～ 4 の項目に

お心当たりの

ある方は迷わず

受診をしましょう



入院で行うこと　　

原因がわからない場合や回数が多いときに入院にて検査や治療を行います。

チルト試験

傾斜のあるベッドに横になっていただき、 自律試験の

状態評価し、 失神を誘発を行い診断する検査です。

自律神経系の失神の診断や不整脈の除外を目的に

行います。 診断が明らかでは患者さんや回数が多い

患者に行います。 2 泊 3 日の入院となります。

原因不明失神や症状の確認

原因不明の失神や起立性低血圧 ・ 起立調節障害の

回数が多い場合に入院していただき、 心電図や血圧、

生活習慣の確認、 失神の予防方法の教育等を行い

ます。 特に朝起きれないなどの症状の方は朝の低血

圧の有無を確認します。 失神の回数が多く生活に支

障が出てしまう患者さんが対象となります。 経過により

治療を選択していき、 チルト試験や植え込み型心電

図を使用することもあります。

植込み型ループ式心電図移植

ホルター心電図では見つけることのできない 「脈の乱

れ」 や 「失神発症時の心電図」 を確認するために

植え込む超小型の心電図です。 胸の皮膚に小さな穴

をあけ植え込みます。 最長 5 年の寿命があり、 診断

時や電池寿命後に摘出します。 不整脈による失神が

疑われる患者さんや失神回数が多い患者さんに使用

されます。 通常は 2 泊 3 日の入院となります。

完全に意識がなくなる失神に限らず意識がな

くなった方、なくなりそうになった方、立ち眩み、

めまい、 朝起きられないなど様々な症状に対

して診療を行います。 他院で異常がないと診

断された後も発作が出現し、 生活に支障や

不安がある方はご相談ください。

他の医療機関と連携して治療

を行うこともあります。

失神外来

血圧計 心電図

植込み型心臓モニター

チルト試験

診療時間　　　月曜　午前（9:00〜13:00）　　　水・金曜　午後　（14: 00〜）失神外来　内科部長　古川俊行
詳しくはホームページをご覧ください



脳血管疾患の死因順位は 4 位となっており、 年間約 10 万の方がお亡くなり

になっております。 （2021 年度厚生労働省調べ） また、 脳動脈瘤の多くは先

天性であり、20代でのくも膜下出血等も珍しくありません。ご自身の健康のため、

若い方からご年配の方まで脳ドックの受診をおすすめいたします。 当院検診セ

ンターでは、 混雑している午前中を避け、 平日の午後も脳ドック検査をご受診

いただけます。 頭部 MRI/MRA に加え、 頸部 MRA 検査も実施いたします。

MRI （磁気共鳴画像） とは、 強い磁場、 電波、 コンピュー

タを用いて、 体内の状態を調べる検査です。 いろいろな角

度から体の断面の写真を撮影することができます。 また放射

線は使用しないため、 被爆せずに検査を受けられます。

検査内容
頭部MRI 検査
頭部や頭蓋骨内の断層撮影を行う

検査です。 脳内組織の状態を調べ、

くも膜下出血や脳梗塞などの脳血管

疾患の有無を調べることができます。

頭部MRA 検査

脳血管を立体的に見ることができ

る検査です。 血管のつまりや動脈

瘤の有無、 動脈の狭窄 ・ 拡張な

どを調べることができます。

頸部MRA 検査
頸部から （顎下から甲状腺や頸動脈を含み、 鎖骨上まで

の範囲） の血管を立体的に見ることができる検査で、 脳血

管疾患 （脳出血、 脳動脈瘤など） の発見に有用です。 脳

血管疾患の場合、 頸部の血管が狭くなる傾向があるため

頸部の観察も大変重要です。

脳ドック
  時間で検査終了！

MRIとは？？

MRI検査で病気を

　　　予防できるんだね

19.800円（税込）　　  　1時間程度で検査終了

約1

脳の状態って
ご存じですか？

MRI 検査を受ける時の注意点

MRI で使われる磁石や電波は、 普通の場合

は人体への影響はありません。 ただし、 次に

該当されるかたは MRI 検査を受けられない

ことがありますのでご注意ください。

メール

ネット予約健康管理課
お問い合わせ

・ 心臓にペースメーカーや刺激電極などを身に着けている方

・ 口腔内にインプラントを入れている方

・ 体内に脳動脈クリップや人工関節などの金属が埋め込まれている方

・ 妊婦または妊娠している可能性のある方

・ 閉所恐怖症など、 狭いところが苦手な方

・ 刺青やアートメイクのある方 （眉なども含む）

・ 着脱不可なアクセサリーを身に着けている方

Attention

次の方はご注意ください

☎03-6892-2525
健康管理課　直通
　月・金 11:00　17:00　　土　11:00　12:00
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浅草病院

交通アクセスについて

詳しくはこちらまで受付 ・診療時間について

受付・診療時間 受　付 診　療

午　前 初診　8:00 ～ 11:30 ／再診　8:00 ～ 12:20 9:00 ～

午　後 12:30 ～ 17:00 14:00 ～

夕　診 17:00 ～ 18:00 17:30 ～

当院には駐車場はございません。 公共交通機関等をご利用ください。

やむを得ずお車でお越しの場合は、 近隣の有料駐車場をご利用ください。

浅草病院⇔浅草駅　　浅草病院⇔南千住駅

約 20 分間隔でご案内

詳細につきましてはＱＲコードまたは受付にご用

意しておりますので、 お声掛けください。

■浅草駅

■南千住駅

公共交通機関をご利用の場合

時刻表QR

お車をご利用の場合

無料シャトルバス運行のご案内

都営バス 「東武浅草駅前」 から乗車

「南千住車庫前行き」 または 「南千住駅西口行き」

「東浅草」 下車　徒歩８分

「南千住車庫前行き」 「今戸 2 丁目」 下車　徒歩 4 分

台東区循環バス　北めぐりん 「浅草駅」 から乗車

「今戸 2 丁目」 下車　徒歩 4 分

浅草駅より　徒歩約 20 分　タクシー 8分

都営バス 「南千住車庫前」 から乗車

「浅草雷門行き」 「浅草病院前」 下車

都営バス 「南千住車庫前」 または 「南千住駅西口」

から乗車

「東神田行き」 または 「東京八重洲口行き」　

「東浅草」 下車　徒歩 8 分

南千住駅より　タクシー 8分

東京メトロ銀座線、 都営浅草線、 東部スカイツリーライン

JR 常磐線、 東京メトロ日比谷線、 つくばエクスプレス

当院では無料のシャトルバスを運行しております。

ぜひご利用ください

医療法人社団哺育会　　浅草病院
Asakusa Hospital


